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二次評価結果

　評価できる取組

・「夏休み小学生50円バス」や「バス整理券ラリー＆歴史謎解きゲーム」、「夏休み路線バス探検キャラバン」などを
実施され、東三河地域の関係者が連携して継続的にバスの利用促進に取り組まれていることを大変評価します。
・東栄線からまちなか線への変更、診療所へ乗入れる系統を増やす、支線の予約バス化などの再編に取り組みと
合わせ、診療所の待合室にデジタルサイネージによるバスの行先・時刻案内を行うなどの利便性向上の取組を
行ったことを評価します。
・宇連長江線の予約バス化が検討されたことが確認できました。
・三町村で共同して運営を行うことについて再検討したことが確認できました。

　期待する取組

・地域間幹線系統（田口新城線）については、輸送量が補助基準を満たさなくなる恐れがあり、地域内フィーダー
系統補助への影響も懸念されるため、路線のあり方を含め早急に具体的な対策を新城市と連携しながら、検討を
進められることを強く期待します。
・３町村での連携した共同運営について検討を継続し、できるところから着手していくよう期待します。
・児童や生徒などの通学、通勤や、出張など一定の利用が見込まれる路線において利用者を捉える努力により路
線を維持・強化し、平行して地域外からの訪問者を誘導する取り組みをすすめることを期待します。そのために、
地域内の住民のみならず、関係人口を増やす視点を取り込まれることを期待します。
・地域公共交通計画の策定にあたっては三町村が協働・連携した移動ネットワークが対象であることに留意して検
討されることを期待します。


